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伊是名村仲田方言の形容詞・名詞活用の資料 

 
當山奈那（琉球大学） 

 
１ はじめに 

本報告では、沖縄島の北方に位置する伊是名島の仲田集落で話される方言（以降、仲田

方言と呼ぶ。また、伊是名島内の諸方言の総称として伊是名村諸方言を用いる）を対象と

し、形容詞及び名詞の資料を掲載する。本報告内のデータは、伊是名村教育委員会と伊是

名村内の方のご協力のもと、仲田出身である S・I さん（男性）と K・A さん（女性）に 2021
年 9 月〜12 月の間に調査票に書き込んでいただき、それを面接調査で読み上げていただく

形によって得たものを用いている。当然だが，本稿におけるいかなるミスも報告者の責任

である。 
 
２ 伊是名島の概要 

伊是名島は沖縄島の北方に位置し、今帰仁運天港の北 27.8km の地点にある。総面積 15,44
キロ平方メートルである。近接する伊平屋島よりも標高は低く、海岸に面して平坦な地形

が広がっている。伊是名島が属する伊是名村は、伊是名島の他、屋那覇島、具志川島、降

神島の三つの無人島からなっている。伊是名島には、伊是名（いぜな）、内花（うちはな）、

諸見（しょみ）、勢理客（せりきゃく）、仲田（なかだ）の 5 つの字がある。このうち、内

花集落は、昭和 19 年に勢理客、諸見から分立してできている屋取集落である。伊是名島へ

は、今帰仁運天港と仲田港との間を 1 日 2 往復する村営フェリーが交通手段となってい

る。2021 年 10 月 31 日時点での実人口は 1,322 人（727 戸）である（伊是名村役場 HP 参照

（2022 年 1 月 10 日））。 
 

３ 伊是名方言に関する先行研究 
字伊是名方言、勢理客方言を含む伊是名村諸方言の先行研究としては、重要なものとし

て、伊是名島方言辞典編集委員会（2004）『伊是名島方言辞典』（伊是名村教育委員会）

があげられる。辞典は、諸見方言を中心とした記述がなされている。また、音韻・動詞活

用に関する記述が含まれている。方言辞典の他に、琉球方言研究クラブ(1977)『伊是名村

勢理客方言』や、沖縄国際大学文学部高橋ゼミ（1994）「伊是名方言における副詞・助詞

の研究」『沖縄方言研究』13 号、名嘉真三成（1993）「伊是名村諸見方言の音韻と活用論」

（仲宗根勇編『島の文化と社会』）のような音韻、文法に関する先行研究が存在している。

さらに、野村節子（2004）「第七節方言」『はなぬ仲里・仲田字誌』では、名詞の格の用

例集が掲載されており、末吉武光・大森一郎（2006）「第 15 節伊是名村の方言」『名護市

史言語編』では、伊是名村諸方言に特徴的な音声現象や語彙についてまとめられている。 
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  例文 

(A) S・I さん 1958 年生・男性 
(B) K・A さん 1947 年生・女性 
別回答は／で区切って示す。 

左が(A)，右が（B）の回答である。 

1 熱はないけど、頭がいたい。 ɲiʨija ne:nɕiga hanaʥi／maɴta jami:suɴ／januɴ. 

2 
蚊にくわれたところがかゆ

い。 
gaʥaŋke kukkaritaru／iraritaru me: jugohanu. 

3 
けむりが たくさん でて 

けむたい。 
kiuɕinu uho:ku nʥe ɸusumue:／kibuhanu. 

4 なんだか胸が苦しい。 nu:gajara／nu:gara ɲi:nu kuʨihanu. 

5 
わきの下を さわられると、

くすぐったい 
waʨinu ɕiʨa sawarariro: kaɕimahanu. 

6 朝から体がだるい。 ɕikamahara du:／ru:nu daruhanu. 

7 
ゆうべ 夜更かしをして 今

日は ねむい 
ʨinnu:ja／jui ju:akise: ku:ja ɲi:ui suɴ. 

8 
朝から何も食べていないの

で、とてもひもじい。 
ɕikamahara nu:ɴ kamana:tatu／kane:ne:ntu içeɴ ja:haɴ. 

9 
雲が無くて、太陽が まぶし

い。 
kumuɴ ne:na tidanu mi:çiʨarahaɴ／mi:çiʨarahanu. 

10 近ごろ仕事がいそがしい。 ʨikaguru／ɸunuguru ɕigutunu／ɕikuʨi iʨunahaɴ. 

11 
油をこぼしたので、床がすべ

っこい。 
anda: kubuʨatu johonu ɕinde:ɴ. 

12 食べ物よりもお金が欲しい。 kamimuɴjaka: ʥiɴru ɸussaru. 

13 
この集落には元気な年寄りが

多い。 
unu／umanu burakuja geɴkinu／ganʥu tusuinu 
uɸuhaɴ. 

14 女より男が少ない。 inagujaka: 'ikigaga ikiraha:ɴ／ikerahaɴ. 

15 
あれ、このバナナ、赤いよ。

めずらしいね。 
aba:i unu basanaija makkarase／
makkara:so:ɴ.çirumaɕinuɴ／miʥiraɕimuɴ. 

16 フライパンは汁鍋より浅い。 ɸuraipaɴja ɕirunaijaka: assaɴ. 

17 
家族が多いから、深い汁鍋を

使っている。 
ja:gunanu／ja:ɲiɴʣunu uhohanu／uɸuhanu ɸukaha:nu 
ɕirunai ʨikajo:ɴ. 

18 
買ったばかりだから、まだ新

しい。 
ho:e: ʨakijatu nama mi:haɴ. 

19 
ひいおじいさんが建てた家は

もう古い。。 
uɸutamme:ga ʦutaru／tatitaru ja:ja kisa／na: ɸuruku 
najo:ɴ／ɸuruhanu. 

20 この板は重くて、厚い。 unu itaja mbuhanu aʨihaɴ. 
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21 
もう少し薄い板を持ってき

て。 
na:iɸi usuhanu／ɸussa:nu ita muʨe ɸu:／ɸa. 

22 
この網は目が粗い。小魚が逃

げてしまう。 
unu amija mi:nu／mi: arahanu.ɸu:ʔjuja çiŋgi:ɴ／
çiŋgi:sa. 

23 
この篩（ふるい）は目が細か

い。 
unu araʣo:kija mi:nu ɸumahanu／ɸumaha:ɴ. 

24 花は どれも 美しい。 hanaja durijaeɴ／duriɴ ʨurahaɴ. 

25 泥がついてきたない。 diruʨiʨe: ɸugohanu／ɸugahanu. 

26 
映画にでてくるか化け物はみ

にくい顔をしている。 
jeigaŋke: nʥi:ru／nʥi:nu maʥimuɴja na:raɴ ʨira 
so:ɴ. 

27 
冬瓜はかぼちゃよりおおき

い。 
ɕi:uija naŋkwaɴjaka magihaɴ. 

28 
レタスはキャベツより小さ

い。 
retasuja kaɴraɴjaka／kandaɴjaka ɸu:haɴ. 

29 

おととし買った上着は窮屈

だ。 
さいきん太ったから、この上

着は窮屈だ。 

nʨunati ho:taru uwagija ibahanu.ʨikaguru／ɸunuguru 
kwe:tatu unu uwagiɴ ibahaɴ. 

30 
いま住んでいる家は庭が広

い。 
nammanu／nama kuraho:nu ja:ja ɲiwaja çiruhaɴ. 

31 以前は狭い家に住んでいた。 
namamadija／me:madija ibahanu ja:ne 'uitaɴ／
kuraho:taɴ. 

32 
エベレスト山は富士山より高

い。 
eberesutonu jamaja ɸuʥisaɴjaka takahaɴ. 

33 阿蘇山は富士山より低い asoʣaɴja ɸuʥisaɴjaka çikuhaɴ. 

34 
役場までならとても近い。す

ぐ隣だ。 
jakubamadija içeɴ ʨiʨahanu sugu: umaruda:／tunai 
deru. 

35 家から学校まではとおい。 ja:hara gakko:madija tu:haɴ. 

36 北の湖は貴乃花より強い。 kitanoumija takanohanajaka ʨu:haɴ. 

37 貴乃花は北の湖より弱い。 takanohanaja kitanoumijaka jo:haɴ. 

38 家の竹竿は、太くて長い。 
ja:nu dakiso:ja／takeʣaoja magihanu／gutee: 
nagahaɴ. 

39 
この鎌の柄は細くてみじか

い。 
unu iraranu ʨikaja ɸu:sanu nʨaha:ɴ／inʨaha:ɴ. 

40 次郎は仕事がのろい。 ʥiro:ja ɕigutunu／ɕikuʨinu nu:haɴ／turuha:ɴ. 

41 
太郎は走るのが早い。今日は

早く起きた。 
ʥiro:ja ɸaiɕinu ɸe:hanu.ku:ja ɸe:ku／he:ku ukitaɴ. 
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42 
次郎は歩くのがおそい。寝る

のが遅かった。 
ʥiro:ja atʨuɕinu ɲi:hanu.nu:iɕiga usuhanu. 

43 この縄は太い。 unu ʨina:ja magihanu／ɸutoha:ɴ. 

44 
もう少し細い縄を持ってこ

い。 
na: içi ɸu:nanu／ɸusuha:nu ʨina: muʨe: ɸu:／ɸa. 

45 
君の帯のしめ方はゆるい。も

っときつく締めろ。 
uraga u:bi ɕimi:ɕija／ɕimikataja juruhanu.na:çiɴ ʨu:ku 
ɕimiri:／ɕimiro:. 

46 
若いうちが花だ。若いときは

二度と来ない。 
wahahainu／wahaha:nu uʨidu hanado:.wahahainu 
uʨija／wahatuʨija matatu ɸu:ndo:. 

47 孫の太郎はまだ幼い。 ma:ganu taro:ja na:ma／na:da waraido:／warairu jaru. 

48 
今日は風も強くて、波も荒

い。 
ku:ja haʥiɴ ʨuhanu namiɴ araha:ɕiga／araha:ɴ. 

49 満月の夜は明るい。 ʥu:gujanu juruja ahagajo:ɴ. 

50 月のない夜は暗い ʨiʨinu ne:ɴ juruja kurahaɴ. 

51 
冷たい汁より温かい汁の方が

おいしい。 
çiʥuru ɕirujaka aʨiharu ɕirugaru／aʨiʥirugaru 
ma:haru. 

52 
お湯が冷めてしまったから、

ぬるい。 
ju:nu samiro:／samae nuruku nae:／nuruhanu. 

53 井戸水はいつでも冷たい。 ha:nu miʥija iʨiɴ çiʥiruhaɴ／çiʥiraha:ɴ. 

54 
太陽も出てきて今日は昨日よ

り暖かい。 
tidaɴ nʥie: ku:ja ʨinnu:jaka／ʨinnuŋkeɴ nukuhaɴ／
nukuhanu. 

55 
今年の夏は去年の夏よりも暑

い。 
ɸundunu naʨija ɸuʥunu naʨijakaɴ aʨihaɴ. 

56 
北風が吹いて、今日は朝から

寒い 
mi:ɲiɕinu ɸuʨe: ku:ja ɕikamahara ɸihanu／çi:hanu. 

57 木の下の影はすずしい。 ki:nu ɕiʨanu hagija ɕidahanu／ɕidaha:ɴ. 

58 
つくったばかりのおつゆは熱

い。 
ʦukue: ʨakinu ɕiruja／okame:ja aʨihanu／aʨiha:ɴ. 

59 黒砂糖は、甘い。 kuruʣa:taja amahanu. 

60 
唐辛子はとても辛い。唐辛子

を入れたら辛くなった 
ko:re:gusu:ja içeɴ／ai karahanu／karahaɴ.ko:regusu 
iritae／iritatu karaku nataɴ. 

61 
向こうの食堂は安くておいし

い。 
amanu kamimuɴja:ja jassanu ma:haɴ. 

62 
熟していないバナナは渋い

よ。 
unene:nnu／ʥukuse:ne:ɴ basanaija ɕippuhaɴ／ɕi:ha:ɴ. 

63 
お父さんがつくる味噌汁はい

つもしょっぱい。 
su:ga ʦukuiru／ʦukuinu misuʥiruja ʨa:／iʨiɴ 
karahanu／karahaɴ. 
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64 塩が足りなくて薄味だ。 ma:sunu ikerahanu awahaɴ／aʥaɴ. 

65 
出汁がよくきいて、味が濃

い。 
daɕinu ʨu:hanu／ʨiʨe: aʥiku:ta／aʥiku:ha:ɴ. 

66 
梅干しも酸っぱいけどレモン

も酸っぱい。 
umeboɕiɴ ɕi:ha:ɕiga remonnuɴ ɕi:ha:ɴ. 

67 よく効く薬は苦い。 ju: ʨiʨijunu kusuija nʥahaɴ. 

68 父がつくる味噌汁はまずい。 su:ga ʦukuru／ʦukuinu misuɕiruja ma:ku ne:ɴ. 

69 
鉄は木より重い。重い病気に

かかった。 
kaɲija ki:jaka mbuhaɴ／ubuha:ɴ.mbuha:nu／ubuhanu 
jamme: hakataɴ. 

70 
私は兄より 5 キロ軽い。二度

目のお産は軽かった。 
waɴja jatʨi:jaka／ɕiʥajaka gokiro gassaɴ.ɲikaimenu 
kwanaɕija／usaɴja gassaɴ／gassataɴ. 

71 
あの子はお父さんに似てふと

っている 
anu waraija／kwaja su:ŋke ɲie: kwejo:ɴ. 

72 
この子はお母さんに似て、痩

せている。 
unu／ɸunu waraija／kwaja amma:ŋke ɲie: jo:garijo:ɴ. 

73 
木（材木）も固いが、金属

（鉄）はもっと固い。 
ki:ɴ ɸa:haɕiga／katahaɕiga kaɲija na:çiɴ ɸwa:haɴ／
katahaɴ. 

74 作りたての餅は柔らかい。 ʨikue ʨa:kinu mutʨi:ja johorahaɴ. 

75 
センダンの木は、もろいので

床には使えない。 
ɕindannu ki:ja johorahanu／jaɸarahanu johoŋke: 
ʨika:raraɴ. 

76 
この木の枝は曲がっても折れ

ない。とても粘り強い。 
unu ki:nu judaja／idaja magieɴ／magaeɴ uriraɴ.içeɴ 
ʨu:haɴ／nebaiʦu:haɴ. 

77 
この洗濯機は壊れやすくて品

質がわるい。 
unu seɴtakukija ko:rijassanu ɕinamuɴ／ɕinanu wassaɴ. 

78 
バラの花は、とても香ばし

い。 
barano hanaja içeɴ 'i: haʥa suru／suɴ. 

79 豚小屋の近くは臭い。 ʔwa:nu ɸurunu subaja／ʨikakuja haʥa: suɴ. 

80 
生木を燃やしたから、けむ

い。 
o:hanu ki: me:ʨatu ɸusumue:／kimuhanu. 

81 
車の音がやかましくておちつ

けない。 
kurumanu utuga kaɕimahanu／jagamahanu utiʨikaɴ. 

82 
ラジオの音がうるさくて声が

聞こえない。ハエがうるさ

い。 

raʥionu utunu magihanu／jagamahanu kwi:ɴ 
ʨikaraɴ.ɸe:nu kaɕimahaɴ／jagamahaɴ. 

83 
子ども・ハエがまとわりつい

て、かしましい。 
waraitu／ware: ɸe:ŋke:／ɸe:ga u:rarie／tumaiʨiʨe 
kaɕimahaɴ. 

84 
うちのおじさんは怒りっぽく

て気が荒い。 
watta: tamme:ja waʥiʥijama:ne:ɴ／tanʨa／
waʥihe:hanu ki:nu arahaɴ. 
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85 
妹の花子は（静かで）おとな

しい。 
／メス牛はおとなしい。 

uttunu hanakoja muŋgutuɴ ne:ɴ.／mi:uɕija utunaha:ɴ. 

86 
あの子は頭もよくて、かしこ

い。 
unu／anu waraija ʨiburuɴ ʨiʨe:／jutahanu rikija:. 

87 
うちの祖母は機織りのことに

くわしい。こんど聞いてみよ

う。 

watta: oba:ja hataori／hatauinuɸutuŋkeja wahaitu／
ju:wahaɴ iʨigara ʨiʨe nda:／daɲi. 

88 
何回ことわっても家にくる。

しつこいひとだ。 
ika:na／nandu kutuwatanteɴ／kutuwaeɴ jaŋke: ʨu:ru
／ʨuɴ jagamaha:ru／hamaraha:nu ʨu:／ʨu:jasa. 

89 
体は小さいが（粘り強くて）

しぶとい。 
ɸuduja ɸu:haɕiga kunʥe: ʨu:haɴ. 

90 
すばしこい子は、追っかけっ

こでもなかなか捕まらない。 
gannu ɸuhe:ha:nu／kaɴhe:ha:nu waraija i:ʨikju:neɴ／
u:enʥeɴ muttu／nakanaka kaʨimiraraɴ／kaʨimiɸaɴ. 

91 
太郎も成長してたくましい大

人 or 青年になった。 
taro:ɴ ɸudu ɸutu nae: 'i:ɲi:se:／’i:uɸunʨu najo:ɴ. 

92 
年寄りは、若い人より 動く

のが にぶい。 
tusuija wahamuɴjaka／wahamuŋkeɴ nʥuɕɕija ɲi:hanu
／ɲi:ha:ɴ. 

93 
この子はとても人なつっこ

い。 
ɸunu waraija ʨunari／ʨunare: so:ɴ. 

94 
花子さんは誰にでもやさし

い。 
hanakosaɴja tarujatiɴ／taruŋkeɴ kahana sutaɴ／suɴ. 

95 
崖の側は危ないから子どもは

行かない方がいい。 
ɸuragaja abunaha:tu／uka:hanu waraija ikanɕija 
maɕido:. 

96 このドラマはおもしろい unu doramaja mussa:ɴ. 

97 このドラマはつまらない unu doramaja mussaku ne:ɴ. 

98 
（親猫に死なれた子猫をみ

て）かわいそうだ。 
ʨimugurihaɴ／ʨimugurihanu. 

99 
（手品を見ながら）あんなと

ころから水が出てくるなん

て、不思議だ。 

antu so:nu／antunu me:hara miʥinu nʥiɕija／nʥinte 
çirumahaɴ／çirumaɕimuɴ. 

100 傷がひとつも無くて完全だ。 kiʥinu tiʨiɴ ne:ɴ miʥiraɕimuɴ. 

101 
新しくできた役所は、すばら

しい。 
mi:ku ʦukutaru jakubaja rippa jassa:／ʨibiraɕimuɴ. 

102 この店の品物はみんな高い。 unu maʨijanu ɕinamuɴja muru takahaɴ. 

103 地元の魚はおいしくて安い。 ɕimanu ʔju:ja ma:hanu jassaɴ. 

104 お金がなくて貧乏だった。 ʥinnu ne:na／ne:ɴ çiɴsu: jataɴ. 
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105 いまは暮らしも楽で裕福だ。 namaja kuraɕiɴ raku nae: juʨiku so:ɴ／je:kiso:ɴ. 

106 
この町で一番えらいのは村長

さんだ。 
unu maʨine: iʨibaɴ eraha:nu ʨuja／ʔwe:kataja 
sonʨo:do:／sonʨo: jaɴ. 

107 
掛け算より割り算がむつかし

い。 
kakeʣaɴjaka: wariʣaɴja muʨikahanu. 

108 
足し算は引き算よりやさし

い。 
taɕiʣaɴja çikiʣaɴjaka wahaijassaɴ／jassa:ɴ. 

109 
仕事も終わったから、もう帰

ってもよろしい・いい。 
ɕigutuɴ／ɕikuʨi uwatatu／ɕimatatu na: ke:e: 
ɕinundo:.ɕinukaja.ɕinumi？ 

110 
まだ使えるのに捨てるのはも

ったいない。 
na:ma ʨikarari:tu／ʨikarari:ɕiga ɕitinnajo:／ɕittiɕija 
aranɕiga. 

111 
君の言っていることは正し

い。 
uraga ʔjuɕija／ʔjo:ɕija atajo:ɴ. 

112 
先に手を出したお前がわる

い。 
saʨine: ti: nʥaʨaru／nʥaʨanu uraga wassaɴ. 

113 
世の中のために良いことをし

た。 
junu／ɕikinnu tamiɲi 'i: ɸutu ɕiʨaɴ. 

114 
うちの孫は 学校の成績が良

い。頭がいい。 
watta: ma:gaja gakko:nu se:sekiɴ jutahanu ʨiburuɴ 
jutahaɴ. 

115 松の葉は 青い。 ma:ʨinu ɸa:ja o:haɴ／o:ru jaɴ. 

116 デイゴ or バラの花は 赤い。 de:gotu barano hanaja makka／makkara:so:ɴ. 

117 熟んだ バナナは きいろい uno:nu basanaija ki:ru／ki:ro jaɴ. 

118 白米は玄米よりも白い。 hakumaija gemmaijaka maɕɕiru／ɕiruha:ɴ. 

119 カラスの羽は黒い garaɕinu haɲija makkuru／kuruha:ɴ. 

120 満月は 丸い。 ʥu:gujanu ʨiʨija mammaru／mammaru jaɴ. 

121 豆腐はしかくい to:ɸuja ɕikakuru so:ru／ɕikka:ku jaɴ. 

122 この石は皿のように平たい。 unu iɕija saranu gutu tappira:／to:to: jaɴ. 

123 包丁の先はとてもするどい ho:ʨa:nu saʨija içeɴ tugajo:ɴ／ʨiri:ɴ. 

124 
私は 若い人が うらやまし

い。 
waɴja wahamunnu／wahamuŋga uremaha:ɴ／
urumaha:ɴ. 

125 
たくさんの人の前に出て恥ず

かしがっている。 
uho:kunu／iʨahannu ʨunu me:ŋke nʥiro:／nʥe: 
haʥikahanu／haʥikaha so:ɴ. 

126 
小遣をもらってとても嬉しが

っている・喜んでいる。 
kuʥike: murae içeɴ mussa mussa so:ɴ. 

127 
小遣をもらってとても喜んで

いる。 
kuʥike: murae içeɴ mussaɴ／mussa so:ɴ. 
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128 
赤ちゃんがオッパイを欲しが

っている。 
ahaŋgwanu ʨi: ɸussa so:ɴ. 

129 
小遣をもらって、うれしそう

にしている。 
kuʥike: murae içe:ɴ mussa so:ɴ. 

130 
柔らかく煮た豚足はとても食

べやすい。 
johoraku ɲi:ja:nu／ɲi:tanu ʔwa:nu sa:ja／tebiʨija içe:ɴ 
kamijassaɴ. 

131 
この魚は骨が多くてたべにく

い。 
unu ʔju:ja ɸuɲinu uɸuhanu kamigurihaɴ. 

132 
褒められてとてもうれしそう

だ。 
ɸumirarie: içeɴ mussa so:ɴ／mussagiha:ɴ. 

133 
今日のごちそうは、おいしそ

うだ。 
ku:nu kwatʨi:ja ma:hagiha:ɴ. 

134 
（晴れた空を見て）今日も暑

そうだ。 
ku:ɴ aʨiku nairu haʥi／aʨihagiha:ɴ. 

135 
石原裕次郎はとても男らし

い。 
iɕiharaju:ʥiro:ja içeɴ 'ikigaraha:ɴ. 

136 
吉永小百合は誰よりも女らし

い。 
joɕinagasajurija tarujakaɴ 'inagunu gutu aɴ／
'inaguraha:ɴ. 

137 
豚肉と山羊肉は、どっちがお

いしいの？ 
ʔwa:nuɲikutu／ʔwa:ɕitu çi:ʥa:nuɲikuja／çi:ʣaɲikuja 
diruga／duriga ma:ha:ka？／ma:ha:ro？     

138 山羊肉より豚肉がおいしい。 
çi:ʥanuɲikujaka ʔwa:nuɲikudu／ʔwa:ɕija ma:ha:ru／
ma:ha:ɴ. 

139 沖縄の豚肉はおいしいの？ 
uʨina:nu ʔwa:nuɲikuja／ʔwa:ɕija ma:ha:mi？／

ma:ha:ɴ？   

140 うん、おいしくて安いよ。 ʔwai／o: ma:hanu jassanda:／jassa:ɴjo. 

141 
山羊汁って、おいしくない

の？ 
çi:ʥa:ʥiruja ma:ku ne:ɲi？／ne:ru airui？ 

142 
うん（ううん）、おいしいけ

ど、においが少しきつい。 
wai／o: ma:ha:ɕiga haʥanu içi ʨu:hanu. 

143 
でもヨモギを入れたら美味し

いから、食べてみて。 
jaɕiga iɸueɴ ɸu:ʨiwa: iriro: ma:ha:tu kane nde. 

144 ほら、おいしいだろう？ une iʨantuga ma:ha:haɲi？ 

145 
おいしくないけれど、体に良

さそうだね。 
ma:kuja ne:nɕiga duŋke maɕi janne:suɴ. 

146 
残さないで食べていたけど、

おいしかったの？ 
nukuhaŋgutu／nukuhaŋgu kano:taɕiga／kana:taɕiga 
ma:ha:ti:？／ma:haru aiti？ 

147 
うん、おいしかったから、全

部食べたよ。 
ʔwai／o: ma:hatatu muttu／muru kadaɴ（jo:）. 
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148 どれが一番おいしかった？ diruga／duriga iʨibaɴ ma:ha:taka？／ma:ha:ta？ 

149 魚の煮つけがおいしかった。 ʔju:nu ɲiɕimiru／ɲiɕikeja ma:hataɴ. 

150 
（残さずに食べたのをみて）

へえ、おいしかったんだ。 
（nukuhaŋgutu kadaɕi ne:）aba:i ma:hati／ma:haru 
aitaka:. 

151 
あそこの食堂、昔はおいしか

ったのに、最近はおいしくな

い。 

amanu kamimuɴja／kamimuɴja:ja mutuja／ŋkaɕija 
ma:hataɕiga namaja／ʨikaguruja ma:ku ne:ɴ. 

152 そうそう、おいしかった。 jasajasa ma:hataɴ. 

153 どのおかずがおいしくないの 
dinu／nu:nu hatimuŋga／hatimunnu ma:ku ne:ɴru？
／ne:ɴro？ 

154 
キャベツ炒めがおいしくな

い。 
kaɴraɴ／kandaɴ iruʨa:ja／iruʨa:ga ma:ku ne:ɴ. 

155 
（自分でたべてみて）こんな

においしいのに、あの子は何

故残したのかなあ。 

（ru:ne kane:）untu ma:ha:ɕiga anu waraija nuga 
nuɸuʨaka:／nuɸuʨakaja:. 

156 
（残した料理を見て）今日の

夕ごはん、おいしくなかった

の？ 

（nuɸuʨanu kwatʨi: ne:）ku:nu ju:baɴja ma:ku 
ne:na:te？ 

157 
味噌汁はおいしかったけど、

おかずがおいしくなかった。 
misuʥiruja ma:hataɕiga hatimuɴja／hatimuŋga ma:ku 
ne:nataɴ. 

158 
おいしくなかったから、はん

ぶん残した。 
ma:ku ne:na:tatu hambuɴ nuɸuʨaɴ. 

159 
どのおかずがおいしくなかっ

たの？ 
dinu／nu:nu hatimuŋga ma:ku ne:na:ta？ 

160 
ニンジンの炒め物がおいしく

なかった。 
ɲinʥiɴiruʨa:／ɲinʥinnu iruʨaga ma:ku ne:na:taɴ／
ne:na:ta. 

161 
ヤギ汁はおいしくなかったけ

ど、大根の煮つけはおいしか

った。 

çi:ʥaʥiruja ma:ku ne:na:taɕiga de:kuɲinu ɲiɕimija 
ma:hataɴ. 

162 
おいしくないから、誰もたべ

ないだろう。 
ma:ku ne:ntu taruɴ／tagaɴ kamaɴ haʥi. 

163 
もしおいしくないなら、食べ

なくてもいいよ。 
muɕi ma:ku ne:na:ko kamanaɴ ɕinundo:／ɕinuɴjo. 

164 
おいしくないものでもラード

を入れたらおいしくなるよ。 
ma:ku ne:na:tanteɴ／ne:mmuɴjatiɴ ʔwa:anda iriro:／
iriroja ma:ku nando:／naɴjo. 

165 
おいしくなかったヤギ汁にヨ

モギを入れたら美味しくなっ

た。 

ma:ku ne:nataru／ne:natanu çi:ʥaʥiruke ɸu:ʨiwa: 
iritatu ma:hataɴ／ma:ku nataɴ. 
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166 
美味しくなければ、誰も食べ

ないだろう。 
ma:ku ne:na:ko／ne:nakoja taruɴ／tagaɴ kamaɴ haʥi. 

167 
おいしくないのに全部食べる

の？ 
ma:ku ne:nɕiga／ne:ŋga muru kadi:？／kamiru 
surui？ 

168 
うん、ひもじいから、おいし

くなくても食べるよ。 
ʔwai／o: ja:ha:tatu／ja:ha:tu ma:ku ne:na:taɕiga／
ne:natanteɴ kanuɴjo／kanundo:. 

169 
もう少しおいしければ、もっ

と食べただろう。 
na: içi／na:ɸiɴ ma:ha:ro:／ma:haroja na:çiɴ／na:ɸiɴ 
kadaru haʥi. 

170 
おいしくなかったのに、食べ

たの？ 
ma:ku ne:ɕiga／ne:nataɕiga kadi:？／kamiru ɕiʨi:？ 

171 
ううん、おいしかったよ。私

は好きだよ。 
ʔwai／o: ma:hataɴ waɴja ɕiʨo:ndo:. 

172 
もし おいしかったら、もっと

食べたかもしれないよ。 
muɕi ma:hataro:／ma:hataroja na:çiɴ kadaru haʥi／
kamiga sutara waharaɴ. 

173 
どんなにおいしくても、食べ

すぎは良くない。 
ika:na ma:hatanteɴ kamisugiro:／kamisugiɕija 
narando:／jutaku ne:ɴ. 

174 
おばあさんの味噌汁がおいし

かったことを思い出した。 
hanɕi:ga misuʥiruga ma:hataɕi／ma:hatanu kutu 
ubinʥaʨaɴ. 

175 
たまにはおいしい魚がたべた

いな。 
marimarija／maruke:tija ma:ha:nu ʔju: kamiʨaha:ɴja. 

176 
昨日と今日とどっちがひもじ

いの？ 
ʨinnu:tu ku:tu iʨi:ga ja:haro？ 

177 今日の方がひもじい。 ku:garu ja:ha:ru／ja:ha:ɴ. 

178 おまえもひもじいの？ uraɴ ja:ha:mi？／ja:haru airui？ 

179 
うん、ひもじくて死にそうだ

よ。 
ʔwai／o: ja:hanu／ja:haru sukumigata:／ma:ɕigata 
jaɴ. 

180 おまえは、ひもじくないの？ uraja ja:ku ne:ɲi？ 

181 
うん（ううん）、ひもじいけ

ど、まだがまんできる。 
ʔwai／o: ja:ha:ɕiga na:ma matari:ɴ／ɲiʥirariɴ. 

182 
とてもひもじいから、何でも

食べられる。 
içeɴ／ihe: ja:ha:tu nu:jatiɴ／nu:jarawaɴ kamari:ɴ. 

183 おまえも、ひもじいだろう？ uraɴ ja:ha:haɲi？ 

184 
ひもじくないけれど、少しな

ら食べられるよ。 
ja:ku ne:nɕiga／ne:ɕiga içija／iɸija kamari:ndo:／
kamari:ɴjo. 

185 
残さないで食べていたけど、

そんなにひもじかったの？ 
nuɸuhaŋgutu kano:taɕiga untu ja:ha:ti？／ja:haru 
aiti？ 

186 
うん、ひもじかったから、全

部食べたよ。 
ʔwai／o: ja:hatatu muttu／mu:ru kadando:／kadaɴjo. 
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187 どれくらいひもじかったの？ iʨaha／iʨahaatai ja:hataka:／ja:ha:ta. 

188 
皿までたべてしまいそうなく

らいひもじかった。 
saramadi kamiʨaha:roatai／kamiʨanuatai ja:ha:taɴ. 

189 
（鍋のご飯がなくなっている

のをみて）ほんとうに、ひも

じかったんだ。 

（na:inu me:ga ne:nɕi ne:）ʥunni ja:ha:ja:saja:／
ja:haru aka:saja:. 

190 
そういえば、あのとき、ひも

じかったねえ。 
ai:o anuba:ɴ ja:ha:te／ja:hataɴja. 

191 
あんなにひもじかったのに、

もう腹いっぱいだ。 
antu ja:ha:taɕiga na: wata: miʨando:／miʨo:ɴ. 

192 
ごはん、食べてないでしょ

う？何故ひもじくないの？ 
me: kamana:tahaɲi？／kane ne:ɴhaɲi？ nuga ja:ku 
ne:ɲi. 

193 
じつは、さっきお菓子を食べ

たからひもじくない。 
anujo ki:sa kwa:ɕi kadatu ja:ku ne:ɴ. 

194 
ひもじいのに、腹をこわして

何も食べられない。 
ja:ha:ɕiga wata ko:he: nu:ɴ kamaraɴ. 

195 
（箸をつけていないのを見

て）ひもじくなかったの？ 
（me:ɕi ʨikie ne:nɕi ne:）ja:ku ne:na:te:／ne:ɴru aiti. 

196 
ひもじかったけど、お腹が痛

かったの。 
ja:ha:taɕiga wata jamise／janutaɴ. 

197 ひもじくなかったの？ ja:ku ne:na:ti:. 

198 
さっきお菓子を食べたからひ

もじくなかった。 
ki:sa kwa:ɕi kadatu ja:ku ne:nataɴ. 

199 
ひもじくなかったから、はん

ぶん残した。 
ja:ku ne:na:tatu hambuɴ nuɸuʨaɴ. 

200 
ひもじくはなかったけど、お

いしそうだったから食べた。 
ja:ku ne:na:taɕiga ma:hagiha:tatu／ma:hagiha:jatatu 
kadaɴ. 

201 
ひもじくないから、今は食べ

なくてもいい。 
ja:ku ne:ntu namaja kamana／kamanaɴ ɕinuɴ. 

202 
もしひもじくないなら、食べ

なくてもいいよ。 
muɕi ja:ku ne:nako: kamanaɴ ɕinundo:／ɕinuɴjo. 

203 
ひもじくない時でも食べた方

がいいよ。 
ja:ku ne:natanteɴ／ne:mba:ɴ kanuɕi／kanuɕiru 
maɕi:do:. 

204 
ひもじくなければ、誰も食べ

ないだろう。 
ja:ku ne:na:ko／ne:na:koja taruɴ kamaɴ haʥi. 

205 
ひもじくないのに、食べる

の？ 
ja:ku ne:nɕiga kanumi？ 

206 
うん、ひもじくなくてもおい

しそうだから食べるよ。 
ʔwai／o: ja:ku ne:nɕiga／ne:na:tanteɴ ma:hagiha:tu／
ma:hagiha:jatu kanuɴ. 
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207 
もう少しひもじければ、もっ

と食べただろう。 
na:içi ja:ha:taro:／ja:ha:taroja na:çiɴ／na:ɸiɴ kadaru 
haʥi. 

208 
ひもじくなかったのに、食べ

たの？ 
ja:ku ne:naɴ／ne:na:taʥigaɴ kadi:？／kamiru ɕiʨi:？ 

209 ううん、ひもじかったよ。 ʔwai ja:hatando:／ja:hataɴjo. 

210 
もし ひもじかったら、これを

食べてもいいよ。 
na:ma ja:ha:ro／ja:haroja uri kane: ɕinundo:. 

211 
どんなにひもじくても、腐っ

たのは食べるな。 
ika:na／iʨaha ja:hatanteɴ kusarijo:nu muɴja／
kusarijo:ɕija kaminnajo:. 

212 
昔ひもじかった時のことを思

い出した。 
ŋkaɕi ja:ha:nu ʥibuɴ／ba:nukutu ubinʥaʨaɴ. 

213 
ひもじいときは何を食べても

おいしい。 
ja:ha:nu ba:ja nu: kane:ɴ ma:haɴ. 

214 
とてもひもじくて、仕事がで

きなかった。 
içeɴ／ai ja:hanu ɕigutuɴ／ɕikuʨi narana:taɴ. 

215 唐辛子はとても辛い。 ko:regusuja de:ʥina／ai karahaɴ. 

216 
唐辛子は辛いから、食べたく

ない。 
ko:regusuja karahanu kamiʨaku ne:ɴ. 

217 
唐辛子は辛くても、おいしい

から、好きだ。 
ko:regusuja karaha:tanteɴ ma:hanu／ma:hatu ɕiʨo:ɴ. 

218 
唐辛子を入れすぎて、からか

った。 
ko:regusu uho:ku irie karaha:taɴ. 

219 
今日の おかずは あまり 

からくない。 
ku:nu hatimuɴja nanʥu／aɴsuka karaku ne:ɴ. 

220 
唐辛子を入れても辛くなかっ

た 
ko:regusu irieɴ karaku ne:na:taɴ. 

221 
唐辛子は入れたら、辛くて 

食べられない。 
ko:regusu iriro:／iritatu karahanu kamaraɴ. 

222 
こんなに からいのに 食べ

るの？ 
untu karaha:ɕiga kanumi？ 

223 
あそこの食堂の おかずは 

昔は もっと辛かった。 
amanu kaminuɴjanu katimuɴja ŋkaɕija içeɴ／na:ɸiɴ 
karaha:taɴ. 

224 ああ、辛い！ akkijo:／ammajo: karahanu. 

225 唐辛子を入れたら辛くなった ko:regusu iritatu karaku nae:／nataɴ. 

226 
いつでも おみやげは うれ

しい。 
iʨijatiɴ na:gimuɴja／na:gija kaɸu:ɕido:／mussa:ɴ. 

227 
ひさしぶりに 孫に 会えて 

うれしい。 
marimari／madimadi ma:gaŋke iʨijae:／ae mussa so:ɴ
／mussa:ɴ. 
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228 
昨日は 孫に 会えて うれ

しかった。 
ʨinnu:ja ma:gaŋke iʨae:／a:e mussataɴ. 

229 ああ、うれしいなあ。 aba:i／ʔwai mussando:／mussassa:. 

230 
うれしい知らせが とどい

た。 
irikiha:nu／mussagutunu ɸu: tuduʨaɴ. 

231 太郎の車は黒い taro:nu kurumaja makkuru:／makkuru ha:ɴ. 

232 
（太郎の買った車を初めてみ

て）へえ 太郎の 車って 

くろかったんだ。 

（taro:ga ho:tanu kuruma haʥimiti ne）aie:／ʔwai 
taro:ga kurumaja kuru:du jati. 

233 
（太郎の車の色を思い出し

て）そうそう、太郎の車は 

黒かった。 

（taro:nu kurumanu iru ubinʥahe）jandu／jasajasa 
taro:ga kurumaja kuru: jataɴ／kuru:hataɴ. 

234 うわあ。黒い！ akkijo: kuru:／kuruhajo. 

235 おとうさんの 髪は 黒い。 oto:ga hanaʥigi:ɴ／ki:ja kuru:／kuruha:ɴ. 

236 
わかいころは おじいさんの 

髪も くろかった。 
wahaha:nu ʥibuɴ／kuruja tamme:ga hanaʥigi:ɴ／ki:ɴ 
kuru: jataɴ／kuruha:taɴ. 

237 黒い 車が 止まっている。 kuruhanu／makkuru kurumaga tumajo:ɴ. 

238 
おじいさんとおばあさんはど

っちが年上だったの？ 
tamme:tu hanɕi:ja taga ɕi:ʥataka:／ɕiʥa jaitajo:. 

239 
おじいさんよりおばあさんが

5 歳年上だった。 
tamme:jaka hanɕi:garu／hanɕi:ja iʨiʨi: ɕi:ʥa jati／
jando:. 

240 
（おばあさんの年齢を聞い

て）へえ、おばあさんが年上

だったんだ。 

（oba:no toɕi ʨiʨe:）aɴjami／'o: hanɕi:garu ɕi:ʥa jati
／jate:saja. 

241 
おばさんが年上だったこと

は、家族しか知らなかったな

あ。 
hanɕi:ga ɕi:ʥa jaɕi／jatenuɸutuja ja:gunadu wahaitaru. 

242 
おばあさんは年上だったの

に、おじいさんにやさしかっ

たよ。 

hanɕi:ga ɕi:ʥa jataɕiga tamme:keja de:ʥi／ihe kanaha 
jataɴ／sutaɴ. 

243 
おばあさんは年上なのに、威

張らなかった。 
hanɕi:ja ɕi:ʥa jaɕiga ʥimansa:nataɴ／ibarana:taɴ. 

244 
おばあさんは、相手が年上で

も年下でも区別しなかった。 
hanɕi:ja ɕi:ʥa jatiɴ uttu: jatiɴ çidate: ne:na:taɴ／
sa:na:taɴ. 

245 
おじいさんは年上じゃなかっ

たのに、おばあさんは敬語を

使っていたの？ 

tamme:ja ɕi:ʥa aranɕiga／arana:taɕiga hanɕi:ja 
ujamaikutuba ʨikaite:／ʨikaijo:te:. 
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246 
うん、年上じゃなくても、お

じいさんには敬語を使ってい

た。 

ʔwai／o: ɕi:ʥa aranɕiga／arana:tanteɴ tamme:keja 
ujamaikutuba ʨikaitaɴ／ʨikajo:taɴ. 

247 
兄さんと姉さんは、どっちが

年上なの？ 
jakumi:tu aŋgwa:ja taga ɕi:ʥa jaka？ 

248 
姉さんが兄さんより三つ年上

だよ。 
aŋgwaja jakumi:jaka mi:ʨi ɕi:ʥado:／ɕiʥa de:ru. 

249 兄さんが年上だったの？ jakumi:gadu ɕi:ʥa jati. 

250 ううん、年上じゃなかった。 a:i／'o: ɕi:ʥa arana:taɴ. 

251 あなたが年上なの？ uragadu ɕi:ʥa jami？／jarui？. 

252 ううん、年上じゃない。 a:i／'o: ɕi:ʥa araɴ. 

253 
そうそう、太郎が俺より年上

だった。 
a:ba:i／jasajasa taro:gadu waɴjaka ɕi:ʥa jataɴ. 

254 
(独り言のように）太郎と花子

はどっちが年上かなあ。 
taro:tu hanakoja taga ɕi:ʥajaka:. 

255 
花子が太郎より年上だろう

（年上のはずだ）。 
hanakoga taro:jaka ɕi:ʥa jaruhaʥi／araŋkaja. 

256 
花子が太郎より年上だっただ

ろう（年上だったはず）。 
hanakoga taro:jaka ɕi:ʥa jatahaɲi／jataɴaraɴ. 

257 
（年上じゃないとおもってい

たけど）年上だったのかな。 
（ɕi:ʥa arante umujo:taɴ）ɕi:ʥa jataka:ja／jaitaka:. 

258 私より年上の甥がいる。 waɴjaka ɕi:ʥanu mikkwanu undo:. 

259 
佐藤さんは、年上だから、と

ても威張っている。 
sato:saɴja ɕi:ʥa jatatu içeɴ ʥimaɴ sutaɴ／ibajo:ɴ. 

260 
あの人が年上じゃなければ、

だれも言うことを聞かない。 
anu ʨuga ɕi:ʥa arana:taro／arana:koja taruɴ／tagaɴ 
ʔjunuɸutu／i:ɕija ʨikaɴ. 

261 
年上じゃなかったから、言う

ことを聞かなかった。 
ɕi:ʥa arana:taro／arana:koja ʔjunuɸutu／i:ɕija 
ʨikana:ti:／ʨinaka:taɴ. 

262 
あいつが年上じゃないなら、

敬語を使わなくてもいい？ 
ariga ɕi:ʥa arantu／arana:koja ujamaikutuba 
ʨikaranaɴ ɕinuɴ？ 

263 
（写真を見ながら）このなか

で誰が年上じゃないの？ 
unu na:ha:ne taga ɕi:ʥa aranɕija. 

264 
阿部さん、年上じゃなかった

の？ 
abesaɴ ɕi:ʥa arana:ti. 

265 
うん、年上じゃないのに、い

つも威張っていた。 
ʔwai ɕi:ʥa arana:taɕiga／aranɕiga iʨijaeɴ／ʨa: 
ʥimaɴ sutaɴ／ibajo:taɴ. 

266 
阿部さんが年上じゃなかった

ことはみんな知っていたよ。 
abesaŋga ɕi:ʥa arana:taɕi／arantenukutuja ɕiŋkaja／
nna wahajo:taɴ. 
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267 
年上じゃないから、誰も言う

ことを聞かない。 
ɕi:ʥa arantu taruɴ ʔjunuɸutu／iɕija ʨikana:taɴ. 

268 
もし年上だったら、もっと威

張っていたかもしれない。 
muɕika ɕi:ʥa jataro: na:çiɴ ibaitaru haʥi／ibajo:taru 
haʥi. 

269 
（写真を見ながら）このなか

であなたより年上じゃない人

は誰と誰（あるいは誰々）？ 
unu na:hane urajaka: ɕi:ʥa aranɕija tarutu taruga. 

270 
年上じゃないのはこの人だ

よ。 
ɕi:ʥa aranɕija／aranʨuja unu ʨu:do:／ʨu: deru. 

271 この人、年上じゃないの？ unu ʨu: ɕi:ʥaja araɲi. 

272 
うん、年上じゃないが、いい

人だったよ。 
ʔwai ɕi:ʥa aranɕiga jukatʨu: jataɴ. 

273 
年上なら年上らしくしなさ

い。 
ɕi:ʥa jaro: ɕi:ʥanugutu ɕi:jo:／ɕi:wa. 

274 
ひいおじいさんとひいおばあ

さんは、どっちが年上じゃな

かったの？ 

uɸutamme:tu uɸuhanɕi:ja taga:／taruga ɕi:ʥa arana:ta
／arana:taɕija. 

275 
（ごめんください。）太郎、

いる？ 
e:i taro: uimi？ 

276 ううん、太郎は いないよ。 ɴ:／'o: taro:ja uraɴ（do:）. 

277 どこに 行ったの？ daŋke nʥa:. 

278 
太郎は、朝から 畑に 芋を 

掘りに いっている。 
taro:ja ɕikamahara hatakiŋke mu: ɸuŋga nʥe:ɴ. 

279 いつ 帰ってくるの？ iʨi: ke:e: ʨu:ro？ 

280 
昼ごはんの 前には 帰って

くる。 
aɕinu me:ne: ke:e: ʨu:ɴ. 

281 
時間が あるなら お茶でも 

飲まない？ 
ʥikannu airo: ʨa: numaɲi？ 

282 
ううん、１１時までに 家に 

戻らなくては いけない。 
ɴ:／'o: ʥu:iʨiʥimadi ja:ŋke ikana:ko／mudurana:ko 
naraɴ. 

283 
昼ごはんの あとで もう一

度 来るね。 
aɕi:nu／aɕi:se: atu mata／na:ɕikai ʨu:tu／ʨu:sa. 

284 
私は 今日は 忙しいから、

だれか 役場に 行ってくれ

ないかなあ? 

waɴja ku:ja iʦunahanu tarugara jakubaŋke ikaraŋka:？
／ɴʣe: turahaŋkaja:？ 

285 
役場へは 私たち 二人で 

行ってもいいよ。 
jakubaŋke:ja watta:tai（ne） nʥe／ɴʣe: ɕinundo:. 
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286 
車が 無いから バスか タ

クシーで 行こう。 
kurumanu ne:ntu basuka takuɕi:ne ika:／iko:. 

287 
小銭が 無かったので、紙幣

を 硬貨に 替えて もらっ

た。 

kuʥiɴ ne:na:tatu kaui:nu ʥiɴja／kabiʥiɴja 
kaɲiʥiŋke: ke:raʨaɴ. 

288 あ、バス 来たよ。 a／ane basu ʨando:. 

289 
えっ、こんなに 早く  バス

が 来たの？ 
e／wai untu ɸe:ku／he:ku basu ʨi:？ 

290 うん。 もう 来たんだよ。 ʔɴ:／o: na:／kisa ʨando:／ʨo:ndo:. 

291 
さあ、あの バスに 乗ろ

う。 
to: anu basuŋke nundo:／nuro:. 

292 
わたしの 鍬 その辺に あ

る? 
wa: kwe: unuɸuiŋke／ma:çinne aimi／ne:ɲi？ 

293 
どこを さがしても 鍬が 

無いんだよ。 
da: tumee:ɴ kwe:ja ne:nda:／ne:ndo:. 

294 
あった。あった。ここに あ

ったよ。 
aitaɴ aitaɴ. umane:ru／ma:ne aitaru／aitaɴjo:. 

295 どれが おまえの 鎌だ？ duriga ura:／ʔja: iraraga. 

296 
その 柄の 短い 鎌が 私

のだ。 
unu ti:nu nʨahanu／inʨaha:nu irara wa:munda. 

297 
この 柄の 長い 鎌は 三

郎のか？ 
unu ti:nu nagahanu iraraja sanda:nu／saburo:ga jaka？
／munnui？ 

298 
ううん、それは 弟の 鎌じ

ゃない。 
ɴ:／ 'o: urija uttunu irara（ja） araɴ. 

299 
この 鎌は 三郎の 鎌じゃ

ないのか？ 
uɴ iraraja sanda:nu／saburo:ga irara（ja） araɲi？ 

300 
うん、それは 弟の 鎌じゃ

ない。 
ɴ:／'o: urija uttunu irara（ja） araɴ. 

301 
じゃあ、この 鎌は 誰の

だ？ 
aho: unu iraraja ta:muɴ jaga？／ta:muŋga？ 

302 
それは おじいさんの 鎌か

もしれない。 
urija tamme:ga irara jaru haʥi. 

303 
太郎は あした 那覇へ 友

だちに 会いに いくらし

い。 

taro:ja aʨaja na:ɸaŋke:／na:haŋke: duɕi:／ruɕinʨa 
iʨaŋga iʨuru haʥi. 

304 
ここから 那覇までの 船賃

は いくらなの？ 
umahara na:ɸamadi（nu） ɸunaʨiɴja／ɸuɲide:ja 
iʨaha jaka？／iʨahaga？  
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305 
往復で 五千円ぐらいだろ

う。 
iʨimudui goseɴeɴ（gurai） jaru haʥi. 

306 
沖縄には 飛行機で 行くよ

り 船で 行った ほうが 

安いね。 

uʨina:ŋke（ja） çiko:kine iʦuɕijaka／iʨuɕijaka 
ɸuɲine: iʦuɕiru／iʨiɕi jassaɴja:. 

307 
でも、船は 一日に 一回し

か ないよ。 
jaɕiga ɸuɲija iʨiɲiʨi ikkaigakaidu ando:／ʨukeiɕika 
ne:ndo:. 

308 
港なら こっちの 道が 近

道だ。 
na:tu jaro:／na:tuŋke:ja unu miʨidu／miʨigaru 
ʨiʨamiʨido:. 

309 
車が 来るから、道の まん

なかを あるいては いけな

い。 

kurumaga ʨu:tu miʨinu mannahaja akko:／atʨe: 
narando:. 

310 
港で 甥の 五郎に 会っ

た。 
na:tune mikkwanu goro:ŋke iʨataɴ／a:taɴ. 

311 
那覇からの 船に 乗って来

たんだって。 
na:ɸaharanu／na:haharanu ɸuɲi（ŋke） nue: ʨante:
／ʨantʨa. 

312 
五郎は 日曜日まで 島に 

いて、月曜日に 帰るそうだ

よ。 

goro:ja ɲiʨijo:bimadi ɕimaŋke／ɕimane ue: 
geʦujo:bidu／geʦujo:bine ke:nte indo:／ke:ntʨa. 

313 
たしか お宅の お孫さん 

小学生だったよね。 
taɕika urata:／ʔja:nu ma:gaja ɕo:gakuse: jatando:ja:. 

314 
うん、去年から 小学校に 

通っている。 
ʔwai／o: ɸuʥuhara ɕo:gakko:ŋke nʥe:ɴ／atʨo:ɴ. 

315 
孫は 目と 口が 私に よ

く 似ている。 
ma:gaja mi:tu kuʨiga waŋke ju: ɲijo:ɴ. 

316 
ここは 海に ちかいので 

魚が うまい。 
umaja uminu／umiŋke ʨiʨahanu／ʨiʨaha:tu ʔju:ja 
ma:haɴ. 

317 
一郎は 朝から 海へ 魚を 

とりに いった。 
iʨiro:ja ɕikamahara umiŋke ʔju: tuiŋga nʥaɴ. 

318 
おまえは この 魚の 名ま

えを 知っているか？ 
uraja／ʔja:ja unu ʔju:nu na: wahaimi？ 

319 これは カツオだろう？  urija kaʨu:jaka:？／kaʨuru jahaɲi？ 

320 
うん、 そうだよ。 カツオ

だよ。 
ʔwai／o: jando:／anderu.kaʨudo:／kaʨu de:ru. 

321 
肉より 魚の ほうが おい

しい。 
ɕiɕijaka ʔju:garu ma:ha:ru. 

322 
私は タコの さしみが 食

べたい。 
waɴja taunu saɕimi（du） kamiʨaha:ru／
kamiʨahanu. 
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323 
刺身も おいしいけど、 焼

いた 魚も おいしいよ。 
saɕimiɴ ma:haɕiga jaʨanu ʔju:ɴ ma:hando:／
ma:ha:ɴjo:. 

324 
酒は どうやって つくるか 

おまえは 知っているだろ

う？ 

sakija iʨante／iʨantuse: ʦukuika／ʨikuikaja ura:／
ʔja: wahajo:haɲi？／wahaihaɲi？     

325 
うん。酒は 米から つくる

んだよ。 
ʔwai／o: sakija ɸumiharadu ʦukunda:. 

326 
私は 酒さえ あれば 他に

は なにも いらない。 
waɴja sakinu aro:／airo ɸukaja nu:ɴ ne:na（ɴ） 
ɕinuɴ. 

327 
二郎は 酒も 飲まないし、

たばこも 吸わない。 
ʥiro:ja sakiɴ numaɴ tabakoɴ ɸukaɴ／su:raɴ. 

328 
雨の ふる 日には 太郎は 

家で テレビばかり 見てい

る。 

aminu ɸuiru／ɸuinu ɸi:ja／çi:ja taro:ja ja:ne 
terebigakaidu nu:nda:／na:ʨiru. 

329 
おれは さつまいもなんか 

食べないぞ。 
waɴja mu:ja kamando:. 

330 
食べて ねるだけなら いぬ

や ねこと おなじだ。 
kane: nu:inudaki／nu:inubike: jaro: intu maitu 
inumundu jaru／inumuɴ deru. 

331 
たまには お父さんの 手伝

いぐらい しろ。 
maduija／maruke:tija su:ga tiganeno ataija ɕi:wa. 

332 
太郎、 この 荷物を 家ま

で かついで 行ってくれ。  
taro: unu ɲi: ja:madi tenʥe:／hatamie: kwirijo:／
iʥente:. 

333 
荷物が 重いので、 二郎と 

二人で もっても いいか？ 
ɲi:nu mbuhanu／mbuha:tu ʥiro:tu taine: muʨi nʥe: 
ɕinuka？ 

334 
いとこの 花子は 英語の 

本が 読める。 
iʨikunu hanakoja e:gonu hoɴ jumi:suɴ. 

335 
私は 花子に 英語を 教え

てもらった。 
waɴja hanakohara／hanakoŋke: je:go narataɴ. 

336 
去年 花子が 中学の 先生

に なった。 
ɸuʥu: hanakoga ʨu:gakko:nu ɕinɕiŋke: nataɴ. 

337 
二郎は 小遣いの ことで 

おとうとの 三郎と けんか

した。 
ʥiro:ja kuʥige:no ɸutune: uttunu saburo:tu o:taɴ. 

338 
三郎は 二郎に げんこつで 

頭を なぐられた。 
saburo:ja ʥiro:ŋke tidukumine: hanaʥi／maɴta 
ɸuɕigaritaɴ. 

339 
二郎と 三郎は 喧嘩の こ

とで じいさんに しかられ

た。 

ʥiro:tu saburo:ja o:inu／o:enu ɸutune: tamme:ŋke 
mugeraritaɴ／mugararitaɴ. 
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340 
その 話は 妻にだけ 聞か

せた。 
unu hanaɕija tuʥigakaike:／tuʥibikeŋke: ʨikaʨaɴ. 

341 あ、雨（が） ふってきた。 aba:i ami: ɸue ʨaɴ. 

342 
やねの 上に いとこの 布

団が ほしてあったよ。 
ja:nu ʔwi:ke: iʨikunu ɸutoɴ／ɸutoŋga ɸusarijo:tando:
／ɸusa:tando:. 

343 
あーあ、布団が 雨に 濡れ

て びしょびしょだ。 
akkijo: ɸutoŋga amiŋke: 'ndae:／'nde: biʨabiʨadu so:ɴ
／ɕittajo:ɴ. 

344 
きのうは 風が 強かったね

え。 
ku:ja haʥija ʨu:ha:taɴja:. 

345 
あれ、部屋の 中に 枯葉が 

入っているよ。 
aba:i ja:nu na:haŋke: harijo:nu ɸa:／hariɸa:ga ʔjo:ndo:. 

346 
あの 開いた 窓から 入っ

たんだよ（入ったにちがいな

い）。 

anu aʨo:nu me:haradu／madohararu ʨitʨaru haʥi／
itʨo:rujo maʨige:ne:ɴ. 

347 
ほら、真っ白な 鳥が 空を 

飛んでいるよ。 
aba:i／ane maɕɕira／maɕɕirunu tuinu tiɴtohara 
tuna:ʨundo:. 

348 
あの 羽の 白い、くちばし

の 長い 鳥は なんだろ

う。 

anu haɲinu ɕiro:／maɕirano: kuʨinu nagaha:ru tuija 
nu:jaka:. 

349 
あの 鳥は シラサギかもし

れないね。 
anu tuija sa:ʥiru jaru haʥija:／jara waharaɴ. 

350 北海道 広かったねえ。 hokkaido:ja ɸiruha:taɴja:. 

351 
うん。食べ物も おいしかっ

たねえ。 
ʔwai／o: kamimunnuɴ ma:hataɴja:. 

352 
北海道には クマが いるそ

うだね？ 
hokkaido:ja kumaga untenda:／unte: isa. 

353 
うん。シカも フクロウも 

いるらしいよ。 
ʔwai／o: ɕikaɴ ɸukuro:ɴ uiru haʥido:／uite: isa. 

354 
北海道には めずらしい 菓

子が たくさん あった。 
hokkaido:ja miʥirahanu kwa:ɕi uho:ku aitaɴ／
manno:taɴ. 

355 
この お菓子は いくらで 

買ったの？  
unu kwa:ɕija iʨahane ho:ta:？ 

356 
この お菓子は 北海道で 

二千円で 買った。  
unu kwa:ɕija hokkaido:ne ɲiseɴenne ho:taɴ. 

357 
おみやげは おばあさんから 

先に あげた。 
na:gija hanɕi:hara saʨine: muʨie nʥaɴ. 

358 
ばあさんのと おなじ おみ

やげを 花子にも かってや

った。 
hanɕi:tu inumoɴ na:gi hanakoŋke:ɴ ho:e turaʨaɴ. 
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359 
孫たちに あげる つもりで 

菓子を 買って あった。 
ma:gataŋke:／ma:gaʨaŋke: turasunte／
turasunnuʨimuine kwa:ɕi ho:e ʨe: aitaɴ／ho:e aitaɴ. 

360 
お菓子は 箱の 中に いく

つ あると おもう？ 
kwa:ɕija hakunu na:hane ikuʨi／iʨiha ijo:nte／ante 
umuiro？ 

361 
やっつぐらい じゃないか

な。 
ja:ʨiguraija araŋkaja:. 

362 四つしか 残っていないよ。 ju:ʨidu nuɸujo:sa:. 

363 
台所に 行ったら お母さん

が スイカを 切ってあっ

た。 
tuŋgwaŋke: nʥatu amma:ga suika ʨa:taɴ. 

364 
（包丁があるのをみて）この 

包丁で 切ったんだ。（切っ

たに違いない） 
unu ho:ʨa:ne（du） ʨa:saja:. 

365 
おまえ、かごは どうやって 

作るか 分かるか？ 
uraja kaguja iʨante／iʨantuse: ʦukunte／ʦukuika 
umuɴ？／wahaimi？  

366 
小刀で 竹を 削って つく

ると おもう。 
ɕi:gune daki: saʨe:du ʦukunte umuɴ. 

367 
稲刈りの ときには 子ども

にまで 手伝わせる。 
iɲi:hainu ba:ija／ba:ja waraitaɴ／wareiʨa:madi kaɕi:
／tigane ɕimi:ɴ. 

368 
花子は きのうから 病気で 

ねている。 
hanakoja ku:hara／ʨinnu:hara jamme:／jammi: hakae: 
nu:jo:ɴ. 

369 
花子は かあさんに ごはん

を たべさせて もらった。 
hanakoja amma:ŋke ɸamme:／ubai kamaɸe:／kanuhe: 
turaharitaɴ／turaʨaɴ. 

370 
花子は お粥しか 食べられ

なかった。 
hanakoja ukeme:gakaidu／ukeme:ɕikaru kamari:taru. 

371 
医者が くれた くすりを 

のめば なおるだろう。 
iɕanu turasuru／ku:tanu kusui numo:／numo:ja no:iru 
haʥi／no:iru suru. 

372 
病気を 治すには たくさん 

食べて、 十分 寝なければ

ならない。 

jamme: no:suɕija uho:ku／iʨihaɴ kane: ʨo:ra／uɸuku 
nu:rana:ko naraɴ. 

373 
そこには 女しか 入れな

い。 
（女でなければ入れない。） 

umaŋke:ja／maŋke:ja 'inagugakaidu／'inaguɕika 
ʔja:ri:ru／iriraɴ. 

374 
男なら 赤ちゃんでも 絶対

に 中には 入れない。 
ikigaja／'ikigajaro: ʨi:numiŋgwa:jatiɴ／ahaŋgwajatiɴ 
ʣettai／iʨantuse:ɴ na:haŋke ʔja:raɴ／iriraɴ. 

375 
教えてもらわなければ なか

に 入っていた。入っていた

naraharana:ko／narahe:turahana:ko na:haŋke itʨaru 
haʥi／ʔjo:taɕi maʨige:neɴ. ɸuntuja e:ne:ɴ. 
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にちがいない。（実際には、

入らなかった） 

376 
石と 石の 間から 水が 

湧いている。 
iɕitu iɕinu na:hahara／'e:dahara miʥinu waʨo:ɴ. 

377 
この 水、沸かした 水より 

美味しいよ。 
unu miʥija ɸukasunu／ɸukaʨanu miʥijaka 
ma:hando:. 

378 
ほら、ひとくち 飲んでみ

て。 
une ʨukuʨi nune: nde. 

379 
花子も お菓子が 好きかも

しれない。 
hanakoja kwaɕidu／kwa:ɕa ɕiʨo:ru haʥi（jasa）. 

380 和子と 花子は 友だちだ。 kaʣukotu hanakoja duɕi:／ruɕi: jataɴ／jaɴ. 

381 
（タバコの吸い殻をみて）先

生は ここに 居たんだ。 
ɕinɕi:ja umaŋke:du／ma:ne 'uja:sa／'uitanda. 

382 
人は 生きる ために 働か

なければならない。 
ʨuja iʨuru tamine hatarakana:ko naraɴ. 

383 
食べやすい ように お母さ

んが 団子を 串から 外し

て あった。 

kamijassarugutu／kamijaɕikusunte amma:ga da:gu 
kuɕihara haɴhe uʨa:taɴ／ɸaɴhe aitaɴ. 

384 
おとななのに 卵焼きさえ 

作れないのか？ 
uɸutʨuru jaɕiga tamagojaʨiɴ／ɸugajaʨigurai 
ʦukuiɸa:ɲi？ 

385 
いつも お母さんに つくっ

てもらっていたから 何も 

作れない。 

iʨiɴ／ʨa: amma:ga／amma:ŋke ʦukue: turasutu／
turaha:tatu nu:ɴ ʦukuiɸaɴ. 

386 
まだ 一度も 作ったことが 

ない。 
nama／na: ʦuke:nuɴ ʦukutanuɸutu ne:ɴ. 

387 
私でさえ 持てないのに、 

おまえには 持てないよ 
wagaɴ muʨi:ɸantu uraɴ／ʔja:ga muʨi:ɸaɴ haʥi／
muʨiɸaɴjo. 

388 
友だちとの 約束は 守らな

ければならない。 
duɕinʨatunu／ruɕitunu ʥimmija mamurana:ko naraɴ. 

389 あの 人こそ 金持ちだ。 anu ʨuja ʥimmuʨado:／ʥimmuʨido:. 
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